
と
云
ひ
出
し
た
。
廣
業
は
笑
っ
て
、

『
い
や
、
親
爺
、
も
う
澤
山
だ
。
吾
々
が
汚
し
た
の
も
、
す
ぐ
職
人
を
呼
ん

で
張
替
へ
さ
せ
や
う
か
？
…
…
』

と
、
か
ら
か
っ
た
。
斯
う
い
ふ
事
に
か
け
て
は
、
廣
業
は
類
の
無
い
逹
者

さ
を
持
つ
て
ゐ
た
。
そ
の
時
の
綸
は
、
忽
ち
有
名
に
な
り
、
そ
の
縮
を
見
る

為
に
わ
ざ
／
＼
そ
の
宿
を
選
ぶ
、
と
い
ふ
や
う
な
人
も
あ
っ
た
と
聞
い
た

が
、
惜
し
い
こ
と
に
火
事
で
燒
け
て
し
ま
っ
た
と
云
ふ
。

（
「
寺
崎
広
業
」

『
回
顧
七
十
年
』
昭
和
十
二
年
。
学
校
美
術
協
会
出
版
部
）

⑨

美
術
祭

明
治
三
十
六
年
十

一
月
三
日
の
天
長
節
に
あ
た
り
、
校
友
会
は
本
校
設
立
十

五
年
を
記
念
し
て
美
術
祭
を
挙
行
し
、
あ
わ
せ
て
展
覧
会
を
開
催
し
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
巻
第
三
号
「
美
術
祭
之

巻
」
（
明
治
三
十
六
年
十
二
月
）
お
よ
び

『美
術
祭
紀
念
帖
』
（
同
校
友
会
編
。同一―
―

十
九
年
三
月
）
に
詳
し

い
記
録
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
こ
の
美
術
祭
は

上
は
紳
代
よ
り
、
下
は
明
治
の
今
の
世
に
至
る
ま
で
、
澤
を
我
邦
の
美
術
に

遣
し
た
る
先
逹
矩
匠
と
、
遠
く
は
西
洋
諸
図
に
在
り
て
、
我
邦
今
代
の
美
術

に
功
績
あ
り
し
大
家
名
手
の
高
風
逍
徳
を
追
慕
す
る
の
餘
り
、
其
流
を
酌
む

幾
百
の
我
會
員
等
相
謀
り
て
一
場
に
會
し
、
其
英
成
を
請
し
て
之
を
祀
り
、

以
て
高
徳
の
存
す
る
所
を
仰
ぎ
、
以
て
虔
敬
の
衷
を
致
し
、
叉
謹
み
て
弔
慰

の
赤
誠
を
表
す
る
に
在
り
。

と
い
う
主
旨
の
も
と
に
挙
行
さ
れ
た
も
の
で
、
わ
が
国
古
来
の
風
習
で
あ
る
と

こ
ろ
の
先
人
の
裔
風
遺
徳
を
称
え
る
祭
莫
や
欧
米
の
美
術
家
の
間
で
行
な
わ
れ

て
い
る
美
術
祭
な
ど
の
例
に
倣
っ
た
の
で
あ
る
が
、
全
校
あ
げ
て
こ
の
よ
う
な

催
し
を
行
な
っ
た
こ
と
は
、

美
術
学
校
騒
動
以
来
の
動
揺
が
静
ま
り
、
校
内
の

空
気
が
安
定
し
た
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
正
木
直
彦
は
前
年

二
月
の

『
教
育
公
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
談
話
の
な
か
で
、

「
欧
米
に
て
は
美
術

家
を
出
し
た
る
郷
里
に
て
は
其
の
美
術
家
の
た
め
に
祭
を
な
し
頌
徳
の
碑
を
立

て
以
て
其
の
郷
里
の
飾
と
も
な
し
榮
唇
と
な
す
の
風
は
決
し
て
珍
ら
し
か
ら

ず
」
と
芸
術
上
の
偉
人
を
た
た
え
る
風
習
を
称
賛
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら

見
て
正
木
自
身
も
美
術
祭
挙
行
に
は
大
い
に
賛
成
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

天
長
節
に
開
催
し
た
の
は
計
画
の
決
定
が
九
月
で
、
十
月
四
日
の
設
立
記
念
日

ま
で
に
準
備
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
「
第
一
回
美
術
祭
」
と
銘

打
っ
て
開
催
し
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
そ
の
後
も
逐
次
開
催
す
る
予
定
だ
っ
た

ら
し
い
が
、
実
現
せ
ず
、
校
友
会
の
美
術
祭
と
し
て
は
こ
れ
が
最
初
で
最
後
だ

こ。
キー

っ
後
々
ま
で
語
り
伝
え
ら
れ
た
こ
の
空
前
絶
後
の
美
術
祭
は
、
今
日
の
学
園
祭

と
は
全
く
異
な
り
、
教
師
と
生
徒
が

一
体
と
な
っ
て
そ
の
準
備
や
進
行
に
あ
た

り
、
と
も
に
祝
い
楽
し
ん
だ
。
監
事
長
高
村
光
雲
、
幹
事
大
沢
三
之
助
、
羽
田

禎
之
進
、
石
井
吉
次
郎
ら
の
も
と
に
教
師
と
生
徒
が
各
種
の
役
目
を
分
担
し
て

祭
り
を
盛
り
上
げ
、
校
内
は
三
万
人
の
来
観
者
で
賑
わ
っ
た
。
左
記
は
当
日
の

催
し
も
の
の
概
況
で
あ
る
。

十

一
月
＝
―-
日

日
美
術
祭
式
典
午
前
九
時

祭
壇
（
竹
内
久
一

、
島
田
佳
突
、
関
保
之
助
ら
の
考
案
に
よ
る
）
を
前
に
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狩
野
芳
崖

神
職
が
修
祓
を
行
い
、
烏
帽
子
浄
衣
姿
の
正
木
会
長
が
御
真
影
を
奉
拝
し

て
会
員
一
同
奉
拝
を
行
い
、
次
い
で
神
職
が
各
科
祭
神
の
降
神
式
を
行

い
、
神
撰
を
供
す
。
祭
神
は
次
の
と
お
り
。

日
本
画
科

ラ
フ
ァ
エ
ル

彫
金
科

西
洋
画
科

彫
刻
科

図
案
科

野
見
宿
禰

尾
形
光
琳

〔祐〕

後
藤

一
乗

明
珍
信
家
鍛
金
科

石
涙
姥
命
鋳
金
科

本
阿
弥
光
悦
漆
工
科

続
い
て
正
木
会
長
の
祝
詞
朗
読
が
あ
り
、
式
典
終
了
。

口
遺
蹟
展
覧
会

本
校
内
の

三
室
に
各
科
祭
神
の
作
品
、
関
係
資
料
を
陳
列
し
、
祭
神
の
肖

像
お
よ
び
各
科
作
成
に
よ
る
祭
神
の
略
伝
を
掲
げ
た
。
略
伝
は
月
報

「美

術
祭
之
巻
」
に
、
出
品
目
録
は
同
誌
お
よ
び
『
美
術
祭
紀
念
帖
』
に
登
載

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
狩
野
芳
崖
に
関
し
て
は
「
悲
母
観
音
」
を

は
じ
め
と
す
る
本
校
所
蔵
の
芳
崖
作
品
と
岡
倉
覚
三
、
橋
本
雅
邦
、

浜
尾

新
、
河
瀬
秀
治
そ
の
他
個
人
所
蔵
の
資
料
や
作
品
が
出
品
さ
れ
、
ラ

フ
ァ

エ
ル
に
関
し
て
は
本
校
や
黒
田
清
輝
、
久
米
桂
一
郎
、
中
丸
精
十
郎
、
佐

野
昭
所
蔵
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
の
作
品
の
写
真
そ
の
他
が
出
品
さ
れ
、
野
見
宿

禰
に
関
し
て
は
東
京
帝
室
博
物
館
、
帝
大
人
類
学
教
室
所
蔵
の
埴
輪
そ
の

他
が
、
尾
形
光
琳
に
つ
い
て
は
学
外
の
各
所
蔵
家
か
ら
借
用
し
た
光
琳
の

作
品
が
出
品
さ
れ
た
。
ま
た
、
後
藤
祐
乗
に
関
し
て
は
東
京
帝
室
博
物

四
余
興

午
前
の
部

伺
西
蔵
品
展
覧
会

校
内
に
陳
列
場
を
設
け
、
正
木
会
長
の
肝
煎
で
河
口
慧
海
が
チ
ベ
ッ
ト
か

ら
将
来
し
た
物
品
を
展
示
し
た
。
慧
海
は
明
治
三
十
年
六
月
渡
航
、
数
々

の
危
険
を
乗
り
越
え
て
チ
ベ
ッ
ト
に
至
り
、
仏
法
を
研
鑽
し
て
同
一
二
十
六

年
五
月
帰
国
し
た
。
出
品
目
録
は
月
報
「
美
術
祭
之
巻
」
に
登
載
さ
れ
、

三
十
七
年
に
校
友
会
は
出
品
物
の
写
真
集
『
西
蔵
品
図
録
』
を
画
報
社
か

ら
出
版
し
た
。
な
お
、
慧

海
は
校
友
会
の
招
き
で
本

年
十
一
月
七
日
に
「
西
蔵

¥c 

ヽ
~

ヽ
ヽ
ヽ

河口惹海 『西蔵品図録』より転載

の
筆
記
は
月
報
第
二
巻
第

六
号
（
明
治
三
十
七
年
三

月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い

る。 国
と
美
術
」
と
題
す
る
講

演
を
行
な
っ
て
お
り
、
そ

館
、
前
田
利
為
、
光
村
利
藻
、
松
谷
豊
二
、
加
納
秋
三
、
和
田
幹
男
所
蔵

の
後
藤
家
の
作
品
が
出
品
さ
れ
、
明
珍
信
家
に
関
し
て
は
前
田
貞
醇
、
松

谷
豊
二
、
東
京
帝
室
博
物
館
そ
の
他
か
ら
借
用
し
た
明
珍
家
の
作
品
が
出

品
さ
れ
、
石
凝
姥
命
に
つ
い
て
は
東
京
帝
室
博
物
館
、
帝
大
人
類
学
教
室

所
蔵
の
銅
鐸
、
銅
剣
そ
の
他
が
、
本
阿
弥
光
悦
に
関
し
て
は
本
阿
弥
成

善
、
岸
光
景
、
東
京
帝
室
博
物
館
そ
の
他
か
ら
借
用
し
た
光
悦
の
作
品
等

々
が
出
品
さ
れ
た
。
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と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

六
、
活
人
彫
刻
彫
刻
科
会
員
（
朝
蔭
円
治
郎
、
田
中
雄

一
）。

七
、
巴
里
美
術
学
生
行
列
仏
語
科
会
員
二
年
生
十
二
名
。
合
田
清
、
岡

田
三
郎
助
、
岩
村
透
、
和
田
英
作
ら
教
官
も
加
わ
り
、
パ
リ
の
カ
フ

ェ
ー
に
集
っ
た
美
術
学
生
や
モ
デ
ル
、
花
売
り
、
ガ
ル

ソ
ソ
、
乞
食

の
役
を
演
じ
、
英
語
の
唄
や
フ
ラ
ン
ス
語
の
流
行
歌
を
唄
っ
た
り
し

～
）
。

キー

八
、
紅
葉
狩

九
、
史
劇

「
小
督
」

郎、

毛
利
教
定）。

+
、
羅
馬
の
武
士
柔
道
、
撃
剣
部
会
員
三
十
名
。

午
後
の
部

彫
金
科
、
鍛
金
科
会
員
十
五
名
。

日
本
画
科
会
員
有
志
（
金
子
朔
太
郎
、
石
島
文
太

レ
ヤ
マ
ラ
ツ
ル
リ
リ
ニ
、

ロ
メ
レ
ヨ

、
ウ
ル
タ
ラ
ヘ
レ
ヤ
マ
ラ
ツ
ル
リ
リ
ニ
、

ヲ
ド
ロ
ロ
レ

一
リ
プ
ル
ダ
ラ
ケ
ツ
ル
ト

一
、
喜
劇
「
レ
タ
ー
」
工
芸
各
科
会
員
有
志
（
井
上
正
、
水
戸
駒
彦
、

剣
持
正
行
、
重
田
進
十
郎
、

福
田
東
作
）
。

二
、
神
代
行
列

鋳

金
科
会
員
十
人
。

三
、
玉
藻
踊

彫

刻

科

外

五
科
会
員
有
志
二
十
名
。

四
、
血
染
の
雪

柔

術
撃
剣
部
会
員
二
十
九
名
。

エ
ジ
プ
ト

五
、
埃
及
行
列

英
語
科
予
備
科
会
員
三
十
五
名
。
特
に
評
判
の
高
か

っ

た
出
し
物
で
、
岡
田
三
郎
助
と
岩
村
透
の
指
揮
に
よ
る
舞
台
装
置
や

筋
立
て
が
喝
采
を
浴
び
た
。
一
同
が
金
盟
を
叩
き
な
が
ら
唄

っ
た
「
埃

及
黒
歌
」
の
文
句
は

ハ
ラ
チ
リ
プ
ル
ハ
ア
ラ
ソ
ロ
ビ
リ
テ
、

十
一
、
鉛
管
踊

西
洋
画
科
会
員
有
志

（
辻
永
、
森
田
亀
之
輔
、
大
槻
弐

雄
、
岸
畑
久
吉
、
海
拙
太
郎
、
山
下
新
太
郎
、
和
田
三
造
ら
七
名
）
。

絵
具
の
チ
ュ
ー
プ
に
扮
し
て
踊
っ
た
。

十
二
、

和
和
欧
出
炉
虹
謡
英
語
科
会
員
第

一
年
十
三
名
、
第

二
年
十

一
名
。

十
三
、
参
内
行
列
彫
刻
科
会
員
四
十
四
名
。
竹
内
久
一
ら
教
師
も
参

n
P
o
 

ヵ

十
四
、
活
人
蒔
絵
漆
工
科
会
員
吉
田
秀
男
、
福
田
東
作
、
辻
村
延
太
郎

外
九
名
。

十
五
、
天
象
行
列
西
洋
画
科
会
員
三
十
四
名
。
和
田
英
作
考
案
。
紫

雲
、
雨
、
風
、

雷
、
虹
等
を
か
た
ど
っ
た
天
衣
を
ま
と
い
葉
環
を
被

っ
て
行
列
し
、

「
虹
の
歌
」
を
合
唱
し
た
。

十
六
、
鋳
金
活
人
鋳
金
科
会
員
（
鈴
木
清
、
重
田
進
十
郎
、
渡
辺
行

義
、
小
林
正
次
郎
、

永
島
三
郎
）
。

十
七
、
活
人
彫
刻

「
袂
別
」
彫
刻
科
会
員
（
石
川
確
治
、
田
中
親
光
、

佐
々
木
栄
多
）
。

十
八
、
希
服
行
列

「オ

リ
ン
ピ
ア
競
争
」
西
洋

画

科
会
員
（
亀
山
克

巳
、
井
上
達
三
、
市
川
誠
一

、
高
木
誠
一
、
高
木
巌
、
関
屋
敬
治
、

熊
谷
守
一
外
八
十
名
）
。

十
九
、
凱
旋
行
列
日
本
画
科
会
員
四
十

二
名
。
関
保
之
助
の
指
導
で
鎧

武
者
や
束
帯
の
文
官
に
扮
し
て
演
じ
た
。

二
十
、
地
獄
の
宿
換
図
案
科
会
員
二
十
五
名
。

二
十
一
、
朝
鮮
官
妓
踊
日
本
画
科
会
員
（
古
賀
源
四
郎
、
谷
口

善

四

郎
、
平
田
栄
二
、
前
田
千
寸
、
橋
爪
成

一
郎
、
益
田
珠
城
、
小
沼

直
、
伊
藤
豊
吉
）
。
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二
十
二
、
活
人
彫
刻
「
死
」
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
作
彫
刻
科
会
員
（
藤
川
勇

造
、
和
田
嘉
平
治
、
吉
田
祥
三
、
池
田
勇
八
、
川
上
邦
世
、

武
田

築
、
小
野
六
郎
、
田
中
親
光
、
佐
々
木
栄
多
）
。
大
理
石
の
群
像
に
扮

し
て
演
じ
た
。

二
十
―
―-
、
弓
箭
隊
行
列
弓
術
部
会
員
七
名
。

二
十
四
、
江
戸
の
花
漆
工
科
会
員
十
五
名
。
火
事
に
逃
げ
ま
ど
う
庶
民

を
演
じ
た
。

川
之
辺
一
朝
な
ど
も
出
場
。

二
十
五
、
活
人
画
図
案
科
会
員
（
森
垣
栄
、
沢
田
誠
一
郎
、
杉

浦

恭

二
、
熊
谷
基
外
八
名
）
。
天
の
岩
戸
開
き
を
演
じ
た
。

二
十
六
、
全
校
行
列
職
員
部
お
よ
び
生
徒
部
会
員
。

以
上
の
催
し
も
の
の
外
に
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
飾
り
も
の
が
各
所
に
し
つ

ら

え
ら
れ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
月
報
「
美
術
祭
之
巻
」
中
の
記
事
を
転
載
す

る。

美
術
祭
の
飾
り
も
の

石
島
古
城
記

敷
日
来
の
宿
雨
に
嘗
日
の
天
候
果
し
て
奈
何
と
氣
づ
か
ひ
し
が
、
ヴ
井
ナ
ス

も
我
藝
壇
に
恵
み
を
垂
れ
さ
せ
給
ひ
て
や
前
日
既
に
震
れ
渡
り
て
、
氣
消
＜

空
麗
か
な
る
菊
日
和
、
秋
天
清
朗
の
心
地
何
に
た
と
へ
ん
様
も
な
く
、
都
大

路
を
往
き
来
ふ
人
も
け
ふ
の
佳
き
日
を
楽
し
う
暮
さ
ん
睛
の
衣
裳
、
若
き
も

老
ひ
た
る
も
一
様
に
着
飾
り
て
出
る
は
／

~

右
往
左
往
、
中
に
も
上
野
方
面

に
向
ひ
た
る
は
悉
く
我
校
に
牧
容
さ
れ
た
り
と
も
謂
ふ
べ
き
盛
況
は
、
言
は

ず
と
知
れ
し
我
國
に
は
初
め
て
の
美
術
祭
を
見
ん
と
て
詰
め
掛
け
し
な
り
け

た
る
は
玄
闊
前
に
屹
立
せ
る
擬
彫
刻
美
神
の
大
像
に
し
て
、
右
手
に
一
人
の

愛
兒
を
擁
し
左
手
は
高
く
月
桂
冠
を
さ
さ
げ
た
る
、
全
身
の
高
さ
二
丈
と
八

0

0

 

0
 

0
 

尺
、
綿
と
白
布
と
を
以
て
彫
刻
研
究
生
の
製
作
に
係
る
と
こ
ろ
、
玄
閥
を
入

り
階
上
な
る
遺
蹟
展
覧
會
に
上
り
て
芳
崖
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
、
光
琳
、
宿
禰
、

祐
乗
等
の
肖
像
作
物
及
び
河
口
惹
海
師
が
西
蔵
将
来
の
珍
具
な
ど
を
観
覧
し

0

0

0

 

て
洞
興
を
陣
に
し
左
に
折
れ
て
圏
案
科
の
前
に
至
れ
ば
大
法
螺
噴
水
の
作
り

物
あ
り
、
水
に
擬
し
た
る
銀
線
を
搬
と
謬
り
て
、
こ
れ
は
海
老
で
す
か
と
眼

の
わ
る
い
老
人
の
立
談
し
を
耳
に
せ
し
が
、
折
角
の
苦
心
も
海
老
と
見
ら
れ

て
は
あ
ま
り
に
カ
ヒ
な
き
こ
と
な
る
べ
し
。
又
其
赦
室
の
周
り
は
杉
の
宵
葉

〔

C
O
U
R

D
E
 D
E
S
S
!
Z
ヵ
〕

も
て
こ
れ
を
園
饒
し
「
C
O
U
R
D
E
D
E
S
S
E
N
」
の
文
字
を
表
は
し
、
其
屋

上
よ
り
道
を
挟
ん
で
向
ふ
の
植
込
の
中
ま
で
敷
條
の
網
に
萬
國
旗
を
揚
げ
た

る
装
飾
方
は
流
石
に
餅
屋
は
餅
屋
な
り
と
惑
嘆
の
外
な
く
、
又
圃
形
に
苅
込

、』とか^ →ヽ、●溢、 •-- ~~匹ふ—,- 紐` 99 99 9999999999’ ～ヽ^

『美術祭記念帖』より 巴里美術学生行列仏語

科会員（合田消，和田英作，岩村透，岡田三郎助

らの姿も見える。）

く
、
正
門
を
入
り
て
た

、、

ゞ
ち
に
ア
ッ
と
驚
か
し

ど
見
る
か
ら
に
心
地
よ

先
づ
表
正
門
は
全
肺
悉

＜
杉
葉
を
以
て
之
を
包

み
、
左
右
の
柱
に
は

「
紀
念
美
術
祭
」
「
東

京
美
術
學
校
」
の
十
一

字
を
菊
花
に
て
表
は

し
、
門
前
に
は
時
な
ら

〔漫
〕

ぬ
櫻
花
の
爛
慢
た
る
な

り゚
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み
し
松
の
樹
に
白
幕
を
被
せ
て
即
席
の
大
閥
骸
に
見
立
て
、
或
は
木
々
の
梢

に
造
花
を
結
び
て
「
一
目
千
本
」
の
札
を
立
て
た
る
な
ど
、
恰
も
時
な
ら
ぬ

花
の
山
に
入
る
が
如
か
り
き
。
．其
傍
ら
な
る
二
基
の
瓦
斯
燈
を
利
用
し
て
、

〔
ハ
イ
カ

ラ
〕

灰
殻
風
の
洋
服
男
と
海
老
茶
式
部
に
擬
し
、
之
に
順
路
の
案
内
札
を
持
た
し

め
た
る
ほ
嘗
意
即
妙
と
も
云
ひ
つ
べ
く
。
此
を
右
折
し
て
運
動
場
に
向
ふ
雨

側
の
道
の
邊
に
は
腰
掛
を
倒
に
伏
せ
て
紙
を
貼
し
、
地
口
め
き
た
る
諷
刺
盟

を
描
き
た
る
六
十
有
餘
の
行
燈
は
観
者
を
し
て
腹
を
抱
へ
て
絶
倒
さ
せ
、
こ

0

0

0

 

4

を
過
ぎ
て
直
ち
に
人
目
を
惹
き
し
は
彫
金
科
の
考
案
な
る
刀
剣
其
他
の
武

具
も
て
作
り
た
る
雲
龍
の
飾
り
物
に
て
、
海
野
先
生
の
意
匠
と
か
聞
き
及
び

し
が
、
其
精
巧
な
る
到
底
一
夜
作
り
と
は
思
ひ
も
寄
ら
ず
。
是
よ
り
道
を
左

0

0

0

 

0
 

0
 

0
 

に
取
れ
ば
日
本
聾
科
一
年
の
考
案
に
て
名
甕
工
の
活
人
形
あ
り
、
正
面
の
金

朝鮮官妓踊 日本画科会員

鉛管踊 西洋画科会員有志

屏
に
描
き
た
る
霊
虎
の
逸
出
し
た
る
と
こ
ろ
に
て
、
虎
の
輪
廓
と
座
敷
に
印

し
た
る
足
跡
の
み
を
以
て
之
を
示
し
た
る
は
好
き
思
ひ
付
に
し
て
、
材
料
を

多
く
用
ひ
ず
し
て
作
れ
る
は
却
て
中
々
に
趣
味
あ
り
。

こ
れ
よ
り
奥
へ
進
ん
で
、
常
盤
木
に
紅
葉
枝
を
交
ふ
る
と
こ
ろ
、

「
道
程
僅

か
に
三
千
里
、
空
前
の
壮
観
名
家
の
絶
筆
、
筆
々
飛
動
白
龍
甕
面
を
逸
出

す
」
と
銘
打
た
る
大
看
板
に
先
づ
氣
を
呑
ま
れ
て
、
落
葉
を
踏
み
つ
つ
分
け

入
れ
ば
幅
二
間
高
三
間
の
大
霊
面
に
描
き
出
せ
る
龍
頭
観
―音
の
前
面
に
、
白

布
を
以
て
作
り
た
る
龍
頭
を
括
し
付
け
し
は
、
ま
さ
に
蓋
面
を
祓
け
出
さ
ん

と
す
る
意
匠
と
聞
き
し
が
、
其
宜
は
全
鉢
の
製
作
が
間
に
合
は
ぬ
に
窮
し
た

0

0

0

 

0
 

る
日
本
霊
科
の
頓
智
に
し
て
、
蓋
面
の
部
は
同
科
の
三
浦
〔孝
〕
、
多
田
〔
雄

三
〕
の
雨
氏
が
主
と
し
て
竜
を
揮
は
れ
し
と
こ
ろ
と
ぞ
。
少
し
元
の
路
に
引

活人彫刻 彫刻科会員

天の岩戸活人画 図案科会員
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返
し
て
動
物
園
に
絞
く
裏
手
の
森
、
径
路
梢
や
低
か
ら
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に

一
の
標
札
あ
り
。
「
定
、

一
諸
君
携
帯
品
落
す
べ
か
ら
ざ
る
事
、

一
御
姪
人

服
装
よ
ご
す
べ
か
ら
ざ
る
事
、

一
お
小
供
衆
こ
ろ
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
事
、
一
ぬ

け
道
の
功
名
す
べ
か
ら
ざ
る
事
、
村
役
場
」
と
、
更
に
か
た
へ
の
杭
に
は

〔
ど
う

[
l

「
上
野
國
錦
小
路
四
軒
寺
村
」
、
「
お
前
と
渡
し
」
と
あ
れ
ど
川
な
き
は
什
磨

し
た
事
と
見
れ
ば
「
水
入
ら
ず
の
川
」
に
て
「
仲
よ
し
」
を
生
や
し
た
る
な

〔
ゃ
〕

ど
は
僕
等
の
様
な
野
暮
天
に
は
繹
ら
ぬ
地
口
り
方
、
到
ふ
岸
に
は
「
お
氣
休

め
慮
」
、
「
な
ん
茶
屋
」
と
あ
る
故
ド
リ
ャ
一
ぷ
く
と
腰
を
下
せ
ば
、
「
あ
り

合
こ
じ
付
」
と
書
い
て
は
あ
れ
ど
誰
も
居
ず
、
い
く
ら
動
物
園
が
近
い
と
て

狐
に
つ
ま
A

れ
た
繹
で
も
あ
る
ま
い
と
此
を
出
づ
れ
ば
「
此
川
に
玉
子
鮭
多

＜
棲
む
」
と
あ
り
、
あ
た
り
の
木
々
に
は
可
笑
き
名
を
附
け
た
る
、
例
へ
ば

紅葉狩 彫金 ・鍛金科会員

鋳金活人 鋳金科会員

活人蒔絵 漆工科会員

「
考
へ
杉
」
、
「
眉
に
椿
」
、
「
ひ
ま

ッ
柿
」
、
「
馬
鹿
／
＼
椎
」
、
「
有
難

く
も
梨
」
、
「
や
り
栗
」
、
「
来
賓
を

松
」
、
「
氣
を
紅
葉
」
、

「
思
ひ
の

竹
」
な
ど
其
他
叢
の
中
に
「
此
邊

お
笑
ひ
草
多
し
」
の
如
き
、
何
れ

も
慈
匠
の
面
白
か
ら
ざ
る
は
な

0

0

 

0
 

く
、
彫
刻
科
の
出
し
も
の
に
て
高

村
先
生
の
意
匠
と
き
4

し
が
観
る

〔
さ
す
が
〕

者
を
し
て
有
繋
に
斯
道
の
堪
能
家

揃
ひ
よ
と
感
嘆
せ
し
め
た
り
。
ま

た
中
天
に
枯
技
を
渡
し
て
橋
に
擬

し
染
の
か
り
橋
と
名
け
た
る
は
飛

、
、、

弾
の
か
け
橋
の
モ
ヂ
リ
に
て
、
其
上
を
老
爺
の
牛
を
逐
ひ
て
行
く
姿
勢
恰
も

給
霊
の
如
く
、
全
鉢
藁
を
黒
幕
に
て
包
み
つ

、
脚
に
は
沓
下
を
穿
か
し
た
る

も
の
な
ど
と
は
ま
さ
か
に
お
氣
が
付
か
れ
ま
い
。
「
従
是
賣
天
山
満
腹
寺
へ

二
里
五
丁
」
、
「
従
是
高
天
原
祭
神
祉
ヘ
一
里
三
丁
」
と
記
し
た
る
標
杭
を
右

に
見
つ

、
や
が
て
幽
陰
の
森
を
出
で
4
再
び
天
日
の
光
を
仰
げ
ば
妓
に
は
西

0

0

0

〔
ポ
〕

洋
畳
科
の
ボ
ン
チ
聾
展
覧
會
あ
り
、
出
品
四
十
餘
黙
こ
と
人
＼
く
観
者
を
探

〔
マ
マ
〕

ぐ
り
。
白
砂
を
敷
き
都
鳥
を
あ
し
ら
ひ
て
、

「
名
に
し
お
は
ゞ
い
ざ
こ
と
4

は
ん
都
ど
り
わ
が
お
も
ふ
人
は
あ
り
や
な
し
や
と
」
の
一
首
に
隅
田
川
の
昔

を
偲
ば
せ
、
鳶
紅
葉
を
糠
ひ
負
笈
を
据
え
て
「
す
る
が
な
る
う
つ
の
山
べ
の

う
つ

4

に
も
夢
に
も
人
に
あ
は
ぬ
な
り
け
り
」
の
古
歌
に
鳶
の
細
道
を
型
ど

り
、
ま
た
天
然
の
菖
蒲
畑
を
利
用
し
、
こ
れ
に
造
り
花
を
添
へ
て
八
ッ
橘
の
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悌
を
窟
し
、

「
か
ら
衣
き
っ
A

な
れ
に
し
つ
ま
し
あ
れ
ば
は
る
／
＼
き
ぬ
る

た
ひ
を
し
ぞ
お
も
ふ
」
と
洒
落
た
る
は
努
勘
く
し
て
功
多
く
、
合
せ
て
東
下

り
と
は
優
に
や
さ
し
き
意
匠
に
て
平
素
の
御
修
養
の
ほ
ど
も
思
ひ
や
ら
れ
て

0

0

0

 

奥
床
し
き
漆
工
科
の
考
案
。

0

0

0

 

0
 

0
 

さ
て
ま
た
錨
金
科
工
場
の
前
に
は
高
さ
二
丈
に
餘
る
龍
頭
の
大
噴
水
あ
り
、

そ
の
頭
部
は
服
、
胴
鉢
は
杉
葉
を
以
て
作
り
本
水
を
利
用
し
た
る
は
営
日
の

牡
観
。
叉
同
仕
上
工
場
の
中
に
は
辮
炭
釣
鐘
を
提
げ
て
叡
山
に
登
ら
ん
と
す

る
と
こ
ろ
の
造
り
物
は
、
策
と
布
と
を
用
ひ
た
り
。

0

0

0

 

工
藝
科
の
二
階
に
は
文
人
、
女
、
軍
人
其
他
の
張
祓
人
形
を
出
し
て
景
氣
を

添
へ
、
同
科
庭
前
の
櫻
樹
よ
り
椎
の
大
木
へ
荒
縄
を
編
み
付
け
、
そ
れ
に
旅

と
針
金
を
利
用
し
て
蜘
蛛
の
巣
が
ら
み
を
見
せ
た
る
は
奇
祓
な
る
意
匠
と
や

申
す
べ
し
。

ま
た
、
校
庭
（
彫
金
科
前
の
広
場
）
に
は
岡
野
菓
子
店
、
松
の
す
し
店
、
石
崎

酒
店
、
厚
生
舎
牛
乳
店
、
亀
谷
麺
包
店
、
松
茸
飯
店
、
都
新
聞
の
飴
屋
店
、

柿
、
林
檎
等
の
水
菓
子
店
、
西
洋
料
理
の
長
光
亭
、
村
井
の
煙
草
店
、
紀
念
楽

焼
店
な
ど
が
店
を
並
べ
た
。
紀
念
楽
焼
店
は
板
谷
勤
川
（
嘉
七

・
波
山
）
が
中
心

と
な
っ
て
開
い
た
も
の
で
、
大
繁
昌
で
あ
っ
た
。
校
内
は
観
衆
で
立
錐
の
余
地

な
き
有
様
と
な
り
、
そ
の
中
に
は
川
上
音
二
郎
と
貞
奴
の
姿
も
あ
っ
た
と
い
う

（
『
美
術
新
報
』
第
二
巻
第
十
七
号
。
明
治
三
十
六
年
十

一
月
五
日
）
。
混
雑
緩
和
の
た

め
本
校
の
依
頼
で
下
谷
警
察
署
長
以
下
六
十
五
名
も
出
動
し
た
。

⑩

明
治
三
十
年
代
半
ば
の
参
考
書

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
一
巻
＼
第
三
巻
に
は
「
問
答
」
欄
が
設

け
ら
れ
て
い
て
、
校
友
会
員
の
質
問
と
そ
れ
に
対
す
る
応
答
が
記
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
う
ち
の
参
考
書
に
関
す
る
も
の
に
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

ま
ず
、
第
一
巻
第
四
号
で
は
西
洋
名
画
に
関
す
る
図
書
に
つ
い
て
の
「
谷
」

（
錬
太
郎
）
の
問
い
に
対
し
て
「
米
利
堅
生
」
（
久
米
桂
一
郎
ま
た
は
岩
村
透
）
は
次

の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

〔
上
略
〕
記
者
の
承
知
致
居
候
慮
に
て
は
、
蒐
集
範
園
の
汎
く
し
て
、
印
刷

鮮
明
、
且
債
格
の
廉
な
る
は
、
獨
逸
出
版
の
美
術
帖
に
て
('D
e
r
S
til
"
(In d
e
n
 

bi
ld
e
n
d
e
n
 k
u
n
s
t
e
n
 u
n
d
 g
e
w
e
rbe
n
 h
era
u
sgebe
n
 v
a
n
 
G
e
o
g
 
H
i
rth)

と
中
F

も
の
に
候
、
代
債
は
一
帖
十
二
枚
入
一
マ
ル
ク
に
て
、
既
に
出
版
相
成
候
分

に
て
も
千
枚
近
く
に
相
成
候
間
、
完
結
の
上
は
幾
千
枚
と
云
ふ
敷
に
可
相

成
、
充
分
完
全
の
も
の
と
存
候
。
ル
ー
プ
ル
美
術
館
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

、
ガ
レ

リ
ー
其
他
全
欧
至
る
虞
、
著
名
の
美
術
館
に
て
は
、
夫
々
所
蔵
の
名
霊
を
上

梓
出
版
致
居
り
、
完
全
の
も
の
も
、
幣
し
く
有
之
候
得
共
、
是
等
は
代
債
の

梢
高
き
為
、
誰
の
手
に
も
容
易
く
入
り
得
べ
き
も
の
に
無
之
候
。
例
へ
ば
千

〔
八
ヵ
〕

九
百
九
十
九
年
巴
里
美
術
書
出
版
協
會
よ
り
刊
行
相
成
候
、
L
e
M

u
se
e
 d
u
 

L
o
u
v
r
e

な
ぞ
は
、
甚
だ
完
全
の
も
の
に
は
候
得
共
、
全
部
六
冊
出
版
嘗
時

の
正
債
五
百
フ
ラ
ン
と
云
ふ
高
値
に
御
座
候
。
尚
又
殆
ど
同
時
に
出
版
さ
れ

候、

T
h
e
N
a
ti
o
n
a
l
 G
a
ll
e
r
y
と
申
候
は
、

ロ
ン
ド
ソ
、
カ
ッ
セ
ル
社
よ

り
出
版
致
候
も
の
に
て
、
全
部
三
冊
豫
約
嘗
時
の
正
債
七
十
園
、
今
日
は
百

七
十
園
と
云
ふ
高
債
に
て
賣
買
致
居
候
。
斯
の
如
き
次
第
に
て
、
完
全
の
も

の
は
何
程
に
て
も
有
之
候
得
共
、
直
段
の
高
き
為
我
々
貧
書
生
の
懐
中
に
て

は
到
底
話
に
相
成
不
申
候
。

直
段
の
最
も
廉
に
て
、
我
々
日
本
學
生
の
財
布
に
最
も
適
常
し
、
且
妍
究
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